
「
本
を
読
む
こ
と
」

　R
a
k
e
（
レ
イ
ク
）

　
小
学
生
の
時
に
最
後
ま
で
読
み
切
っ
た
本
は
『
フ
ァ
ー
ブ
ル

昆
虫
記
』
だ
け
。
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
正

直
な
と
こ
ろ
小
中
学
生
時
代
は
あ
ま
り
読
書
は
せ
ず
、
日
が

暮
れ
る
ま
で
友
達
と
外
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　
高
校
一
年
の
時
に
友
人
が
進
め
て
く
れ
た
一
冊
、
伊
坂
幸
太

郎
さ
ん
の
『
オ
ー
デ
ュ
ボ
ン
の
祈
り
』。
最
初
の
一
行
か
ら
一
気
に

物
語
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
、
そ
の
日
は
眠
る
の
も
忘
れ
読
み

続
け
ま
し
た
。

　
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
読
書
の
楽
し
さ
を
覚
え
、
伊
坂
さ
ん
の

他
の
作
品
や
角
田
光
代
さ
ん
、
片
山
恭
一
さ
ん
等
、
い
ろ
ん
な

方
の
作
品
を
読
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
シ
ン
プ
ル
な
表
現
で

文
章
に
リ
ズ
ム
が
あ
り
、
温
も
り
や
優
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る

作
品
が
好
き
で
す
。

　
僕
自
身
は
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
で
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
や
著
名

人
の
自
伝
的
な
作
品
も
す
ご
く
好
き
で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
気

持
ち
や
、
失
敗
と
の
向
き
合
い
方
な
ど
を
学
ぶ
の
に
す
ご
く
プ

ラ
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
僕
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
学
生
の
中
に
は
、
な
か
な
か
読
書

に
興
味
が
持
て
な
い
、
何
を
読
ん
だ
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
と

い
っ
た
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
必
ず
、〝
こ
の
本
面

白
い
な
〞
と
感
じ
る
本
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。
最
初
の
1

ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
み
て
、
こ
れ
は
読
め
そ
う
だ
な
と
判
断
す
る

の
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
選
手

や
著
名
な
方
の
本
を
読
む
の

も
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
の
世
界
に
入
り
込
む
こ

と
で
、
別
の
人
生
を
旅
し
た

り
、
新
た
な
価
値
観
や
ア
イ

デ
ィ
ア
を
発
見
す
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。
読
書
は
確
実
に
僕

ら
の
毎
日
を
豊
か
に
し
て
く
れ

ま
す
。

宮城県図書館だより

4 この『ことばのうみ』No.45は8,000部作成し、
1部あたりの印刷単価は13.02円です。

KOTOBA

N O

U M I

ISSN  1345-0379

再生紙を
使用しています。デザイン／印刷　仙台共同印刷

MIYAGI   PREFECTURAL   LIBRARY 

October  2013

宮城県図書館
編集・発行

ホームページ
http://www.library.pref.miyagi.jp/

TEL022-377-8441（代表）
FAX022-377-8484

〒981-3205
仙台市泉区紫山一丁目１番地１  

第 45 号　2013年 10月発行

本誌タイトル『ことばのうみ』は、本館第8代館長・大槻文彦編著に
よる日本最初の近代的国語辞典『言海（げんかい）』（1889～
1891年刊行）に由来する。

題字　作家・高田　宏 氏

No. 2013. 1045

表紙エッセイ　　著者紹介

Rake(レイク)
宮城県仙台市出身・在住。幼少期、家にあっ
たギターに触れたことで音楽の世界へ。
2010年1月、シングル『 Fly away 』でメジ
ャーデビュー。2011年、『100万回の「I 
love you」』がヨコハマタイヤCMソングに
抜擢され、配信150万ダウンロードを突破。

また、東北六魂祭のテーマソング「誓い」を
担当。
これまでアルバム3枚をリリースし、毎年全
国ツアーを行うなど、今後も仙台から全国へ
向けて発信し続ける。

東北・北海道の図書館員が一同に集まり、
図書館サービスについて検討しました。

図書館からのお知らせ I N F O R M A T I O N

　宮城県図書館では、普段はなかなか見ることのできない資料の閲覧や、
入ることのできない書庫の案内を行う「図書館見学ツアー」を開催してい
ます。図書館の意外な一面をみることができるかも！？多くの方の参加をお
待ちしております。
●日　　時 ： 毎月第３土曜日　午後１時から午後２時
●場　　所 ： １階東側総合案内前集合
●費　　用 ： 無料
●定　　員 ： 先着２０名
●お問い合わせ ： 企画協力班　TEL ： 022－377－8444
　※時間は参加人数によって多少前後します。

　宮城県図書館の展示室では、常設展　「きらめく叡智と美のしずく」展及
び企画展　プレ展示「小松左京の世界」を開催中です。「きらめく叡智と美
のしずく」展では、「坤輿万国全図」をはじめとした本館所蔵の貴重な資料

第６４回北日本図書館大会

　夏休み図書館親子ツアーは、「宮城県図書館振興基本計画」で掲げている本館の目指す姿の一つである「子どもの読書活動を支援する宮城県図書館」を
実現するためのアクションプランの一つとして実施している事業です。
　今年度は、８月７日（水）、１０日（土）の２日間開催しましたが、両日合わせて１９組４７名の親子に参加いただきました。
　当ツアーの前半では、「ふだんは見ることのできない図書館のうらがわをたんけんしよう！」ということで、普段一般の方は入ることのできない「閉架書庫」
と言われる図書館の裏側を中心に見学をしました。見学の道中では、「豆本」と呼ばれる小さな絵本や、重さ約２０キロもある「図書館で１番重い本」などを実
際に手に取って体験しました。
　後半は、資料を貸出する「図書館職員」としての立場と資料を借りる「利用者」としての立場に分かれて貸出業
務の体験をしました。この体験では貸出するためのコンピューターの使い方以外にも、貸出業務は利用者のプラ
イバシーなどさまざまなことを配慮して行っているということを勉強しました。
　参加した子どもたちからは「日ごろ行けないところをいっぱい見ることができて面白かった。」、「また貸出体験
をしたいです。」といった意見をいただきました。また、一緒に参加した保護者の方からは「いつも利用している図
書館で、本を探してもらうときに裏側ではどのような動きをしているのかわかりました。」、「親子で色々な発見が
あり、とても貴重な体験でした。」との感想が寄せられました。

平成25年度夏休み図書館親子ツアーを開催しました。《叡智の杜》レポート

の数々を展示しています。また、プレ展示「小松左京の世界」では、ＳＦ作家
小松左京氏の代表作「日本沈没」の直筆原稿などが御覧いただけますの
で、是非お立ち寄りください。
●期　　間 ： 平成25年10月25日(金)まで
●時　　間 ： 図書館開館日の午前９時から午後５時まで
●場　　所 ： 宮城県図書館２階展示室
●お問い合わせ ： 企画協力班　TEL ： 022－377－8444

　明治の初めから現在まで、県内で発行された新聞の中から、時代の流れ
や地域の動きを伝える紙面を中心に御紹介します。1874（明治7）年の
『官許東北新聞』創刊号や、広瀬橋完成を伝える1909（明治42）年の『河
北新報』など、図書館ならではの、他ではなかなか見られない実物も御覧
いただけます。
●期　　間 ： 平成25年11月2日（土）～平成26年2月21日（金）
●時　　間 ： 図書館開館日の午前9時から午後5時まで
●場　　所 ： 宮城県図書館2階展示室
●お問い合わせ ： 新聞雑誌室　TEL ： 022－377－8449

宮城県図書館見学ツアーのお知らせ

常設展＆企画展開催のお知らせ

１１月からの特別展のお知らせ

特 集 図書館間の連携・協力
　～繋ぐ・繋がる宮城県図書館


